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2019年春シーズンの「ふるさとウォッチングin安曇野」。数え
て28回目を迎える今回は、三郷野沢地区で4月14日に開催
します。安曇野市の最南端に位置する同地区は、西に河岸
段丘を持ち、背景の北アルプスと屋敷林、古民家の対比が
美しい田園集落の姿を見せてくれる、安曇野らしさ溢れる景
観を見ることができます。
このエリアは、「安曇野ふるさと遺産」の第1号として認定さ
れ、豊かに育まれた地域の歴史文化を次の世代に引き継ぐ
ための活動を考え実践していこうとしています。まさに旬のエ
リアでのガイドウォークとなりますので、皆様お誘い合わせの
上ふるってご参加ください。（高）【別紙参照】

第35号

活動案内 ビューポイントコンテスト2021

活動案内 屋敷林見学会＆落葉拾い体験

毎年恒例の屋敷林見学会を兼ねた落葉拾い
体験。今年は昨年延期となった国重要文化財の
曽根原家住宅で11月23日（祝）に開催します。

落葉拾い体験の目的は、屋敷林の素晴らしさ
と所有者のご苦労を知っていただくこと。2019年
度の「安曇野ふるさと遺産」に認定された穂高新
屋地区には多くの屋敷林があり、落ち葉拾い体
験を通して屋敷林の保全活動へとつながってい
くことを期待しています。

落ち葉拾い終了後には、コロナ対策を十分に
行った上で建物内部の見学会も計画しています
ので、是非ご参加ください。 （場）【別紙参照】

風景投稿サイト「ビューポイントあづみの」を運営する安曇野百選プロジェクトでは、「ビューポイ
ントあづみのフォトコンテスト2021」を開催します。
応募期間は11月22日から12月20日で、2021年に安曇野で撮影した風景写真が対象です。応募
方法は、「ビューポイントあづみの」特設サイトからの投稿のみとなります。

優秀作品は安曇野市役所及び穂高交流センター「みらい」で展示予定です。また、投稿写真は
ポストカードプリントもできますので、是非お気に入りの風景の投稿をお願いします。（宮）

風景投稿サイト「ビューポイントあづみの」

http://viewpoint.nagapic.jp/



ビューポイントあづみの～安曇野屋敷林ギャラリー

【屋敷林サポーター】

安曇野の屋敷林の保全活用を目的に、2011年度に立ち上げ10年目の節目を迎えた「屋敷林
サポーター」。2018年度の総会で規約を改正し、サポーターの会費は他の活動費と区分し、全
額を将来創設予定の基金準備金として積立てています。
2020年度の「屋敷林サポーター」の会員期限は3月末で終了しました。前回同封した案内を

確認の上、引き続き会員継続と活動へのご協力をお願いします。尚、10月末までに更新手続き
がされない場合は退会扱いとなりますので、早めの手続きにご協力をお願いします。

季節毎の安曇野の屋敷林を紹介している
「安曇野屋敷林ギャラリー」。
今回は曾根原家住宅の秋の風景です。

風景投稿サイト「ビューポイントあづみの」

http://viewpoint.nagapic.jp/

曽根原家の秋 ～ 曽根原家住宅

活動報告 安曇野さんぽ2021秋～三郷野沢

安曇野さんぽ2021秋の第1弾は三郷野沢地区。秋晴れ
の10月10日(日)に12名が参加し、ふるさと応援団の2名が
ガイドを担当しました。２時間45分ほどの行程でしたが、本
棟造り民家とその屋敷林、恵みをもたらした温堰などの水
路、経済的繁栄をもたらした蚕種業の遺構、そして扇状地
と段丘が醸し出す自然景観や土地利用など、様々な面か
ら野沢の魅力を満喫していただけたと思います。
特に、境内から本尊｢薬師如来｣を拝観させて下さった瑠
璃光寺さんをはじめ、務台酒造さんや西務台さんでは敷地
内でご当主からお話を伺い、また庭園を案内していただく
など、地元の皆様のご厚意により、さまざまな分野から深
い内容の巡検ができました。また、地元の方とのふれあい
により思い出深い野沢巡りを味わっていただけたと思いま
す。一つの集落にこれだけ多くの魅力や 探究スポットを
有する野沢は、｢安曇野さんぽ｣の格好のフィールドだと思
いました。 （矢）


